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1.はじめに 

JAXA が 2006 年に打ち上げた地球観測衛星「だいち

（ALOS）」が搭載する、フェーズドアレイ方式 L バン

ド合成開口レーダー（PALSAR）は、2 時期にわたる同

一地点での結果を干渉処理することで、測定時点間の

地表面の変動状況を解析することが可能である

（Shimada et al.（2010））。 
InSAR を用いた地すべり抽出の試みは世界的に行わ

れており（例えば Hilley et al.（2004）等）、日本にお

いては複数の事例が報告されている（Kimura and 
Yamaguchi（2000））、関口他（2005）、佐藤他（2009）
等）。 

本研究では、合成開口レーダーの干渉処理を用いた

地すべり現象の抽出及び移動量把握手法を検討する目

的で、山形県月山周辺部の合成開口レーダーによる干

渉図を元に土砂移動懸念箇所の抽出を試み、現地確認

を実施した結果を報告する。 
 

2.対象地域及び使用したデータの概要 

月山は山形県中央部に位置する標高 1984mの火山で

ある。山麓部には火砕流砕屑物が厚く堆積しており、

広域的に地すべり地域が広がるとともに、河川への多

量の土砂の供給源となっている。 
本検討で使用した干渉図の諸元を図-1 に示す。ALOS

においては、L バンド（0.5～1.5GHz）センサを搭載し

ており、その波長は 23.6cm である。従って、干渉図に

おいて変位差が k cm の場合は、2 時期の衛星方向への

変位差が 11.8×n＋k cm であることを示している（n
は任意の整数）。 
 

3.結果 

3.1.干渉結果と GPS 変位量の対象結果 

国土交通省東北地方整備局新庄河川事務所より提供

いただいた GPS 観測結果と干渉図の関係からは、月変

動量が 10mm 以上の箇所については、干渉縞中に位置

することが確認された（図略）が、干渉縞の変位量と

の相関性が認められなかったため、定性的な干渉縞の

分布位置と地すべりの想定される地形の対照を実施し

た。 

 

3.2. 干渉結果の分類と土砂移動懸念箇所の抽出 

月山地区地すべり、及び、立谷沢川流域における干

渉データ及び地すべり地形の対象結果を図-2 に示す。

地すべり地形は、防災科学技術研究所が公開している

地すべり地形分布図データベースを用いた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SAR 干渉データと現地の地形図、地すべり地形分布

を対照した結果、以下のことが確認された。 
a)位相差には標高依存性が認められる 

位相差の標高依存性の原因は、水蒸気の高さ分布に

よるものと推測される。 
b)西向き斜面ではノイズが多い 

今回使用した干渉図は南行軌道における観測結果を

基にしており、当該地区に向かって東側から観測を実

施している。ここでは、西向き斜面において干渉性の

低い箇所はノイズによるものと評価した。 
c)ダム水面では干渉縞が存在する 

ダム湖では干渉縞様の色相の変化が確認されるが、

水位変動箇所と分類した。 
d)地形に無関係なノイズが生じている範囲が存在する 

図-2 中の北西部の領域及び中央部の月山西麓におい

ては、斜面方向、標高に関係なく干渉性の低い領域が

分布している。原因は明らかではないが、ここではノ

イズとして扱った。 
e)一部の箇所では地すべり地形に整合する干渉縞が確

認される 

a～d 以外の領域において、複数の箇所で干渉縞が確

認された。ここでは、地すべり地形の周囲あるいは内

部に干渉縞が確認された箇所を土砂移動懸念箇所とみ

なした（図-2 中に示す①～④等の白色の破線箇所）。 

図-1 使用した SAR 干渉図 
（SAR 処理には SIGMA-SAR を使用）
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InSAR を活用して、地すべり対策検討を実施するた

めには、干渉画像において抽出された地すべり地と、

現地において生じている変動状況の整合性の確認が不

可欠であると考えられる。そこで、本検討では抽出し

た土砂移動懸念箇所 15 箇所の内、4 箇所を対象とした

現地確認を実施し、抽出の妥当性を評価した。紙幅の

都合上、1 事例を示す。 
 

3.3.水沢川右岸上小沼周辺斜面（図-2 中①に該当）の

確認結果 

図-3 に当地区の干渉結果及び現地踏査写真を示す。

地内を通る車道を対象として地すべりの影響を確認し

た結果、複数の箇所で地すべりが原因と考えられる道

路の段差、線形の歪み、樹幹形状の歪みが見られた。 
 

4.まとめと今後の課題 
本研究から、以下の点が明らかになった。 

・活動性の高い地すべりの抽出について 

干渉図から活動する地すべりを確認できることが分

かった。しかし、見落とし及び誤検知の可能性もあり

えるため、他の手段と併用した抽出が必要である。 
・地すべりブロックの範囲の特定 

干渉画像から得られる活動範囲は地上調査によるブ

ロック形状と必ずしも一致しない。 
・地すべりの移動量観測 

干渉図による移動量の特定は現時点では極めて困難

である。 
・対策済み地すべりの監視 

概成した黒渕地すべり（図-2 の範囲外のため図略）

においては干渉縞は認められず、監視目的として活用

できる可能性が認められた。ただ、定量的判断が困難

であるため、現地観測と併用した評価が必要である。 
・深層崩壊の懸念される斜面の抽出 

立谷沢川源頭域等の干渉縞確認箇所（図-2 中④に該

当）では深層崩壊の前兆現象を捉えている可能性もあ

る。ただし、深層崩壊の発生が懸念される斜面が平常

時にも変動しているとは限らないため、深層崩壊懸念

箇所の特定にあたっては他の手法と併用した評価が必

要である。 
今回の確認結果は、評価事例が限られるため、InSAR

の結果を地すべり対策事業に役立てるためには、

Ascending との比較検証、他地区での検証、詳細な現

地確認等を実施し、より精度の高い評価検討が必要で

あると考えられる。 
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図-3 水沢川右岸上小沼周辺斜面（図-2 中①

に該当）における干渉結果と現地確認写真 

図-2  InSAR 干渉図の土砂移動懸念箇所分類図
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干渉図：(C)JAXA、MRTI Analyzed by JAXA
地すべり地形：防災科学技術研究所

RSP(Descending),34.3°,
06/09/12-08/09/17
回帰差：16,軌道間距離：121m
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干渉図：(C)JAXA、MRTI Analyzed by JAXA
地すべり地形：防災科学技術研究所
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